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[要 約] 明治 9 (1876) 年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJacob 
Ennerins :亜爾蔑聯斯または越伝蔑漣斯と記す 1841-1879) による講義録， r原病皐各論 巻十Jの原文の一
部を紹介し，その全現代語訳文と解説とを加え，現代医学と比較検討した.また，一部では，歴史的変遷，時
代背景についても言及した.
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ここで， Iポーバルト靭帯」とは， r鼠径靭帯:Lig. 
inguinale (Poupart) j を指す.その名?ポーバルト
(Francois Poupart: 1616-1708) は，フランスの外科
医で，皇帝ルイ 14世の侍医であったと伝えられてい
る4，5) また，ここでの「腫蕩」の語句は，現代でい

























































(m. quadra旬slumbarum) j 及び『大腰筋および小腰





























































































に排j世される川 I約刺巴」は fヤラッパ (Jalapa)j 
の当て字で，これはメキシコ原産のヒルガオ科植物の
一種の fイボミア (Exogonium purga) jの根を乾燥
させたもので，ヤラピン (C35H560ρ を含み，緩下剤














ている. また， I幾那j はアカネ科植物の『キナ


















































































(Proximal convoluted tubules) j と『遠位曲尿細管
(Distal convoluted tubules) jを指しラ「宣行細尿管」は，
尿細管の f下行部 (Descendinglimb) j， r上行部















































































































































































































また， I密尿病」は『糖尿病 (Diabetesmellitus) j 














ソン (FrancisGlisson : 1596幽1677)が，骨の形成不全
症について記載した疾患を指していて，それは， 20世
紀になってからビタミンD欠乏症であることが解明さ




























































































































































トロンメル (KarlAugust Trommer : 1806-1879) はド
イツの化学者である. i異成分j とは f塩化ナトリウ
ム以外の成分』を指している. i苛性剥篤亜斯」は
『水酸化ポタシウム (KOH)jの当て字である. i三塩
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